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将
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将
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将
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と

と
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一 般 質 問

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

村
山
東
部
広
域
農
道
（
通
称
ス
ー

パ
ー
農
道
）
沿
線
地
域
発
展
へ

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ユ
ー
ザ
ー
数

は
、
令
和
２
年
３
月
末
現
在

で
、
人
口
の
６６
㌫
に
当
た
る
８

４
０
０
万
人
で
あ
り
、
国
内
で

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
と
受
信
者
側
の
画
面
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
機
能
が
あ
り
、
情
報

伝
達
力
に
優
れ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
積
極
的
に
活
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
平
成
３０
年
に
「
山
寺
が
支
え

た
紅
花
文
化
」
が
日
本
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
村
山
東
部
広
域

農
道
に
「
紅
花
」
が
つ
い
た
愛

称
を
つ
け
て
は
ど
う
か
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
本
市
と
山
形
市

沿
線
地
域
合
同
で
協
議
会
が
設

立
さ
れ
て
、
間
も
な
く
愛
称
が

決
定
と
の
こ
と
。
こ
の
た
び
、

農
水
省
発
表
の
「
最
上
川
流
域

の
紅
花
生
産
・
加
工
」
世
界
農

業
遺
産
登
録
の
話
題
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
誘
客
が
期
待

で
き
る
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
愛

称
を
加
え
る
こ
と
で
観
光
や
産

業
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

愛
称
を
活
用
し
た
東
部
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
伺
う
。

山
本
市
長　
本
市
に
お
い
て
も

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

す
で
に
取
得
し
て
い
る
。
当
面

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
申
込
み
に

利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
他
の
業
務
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
利
用
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
発
信
の
手
段

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
調

査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

の
取
組
み
は

　
食
品
ロ
ス
の
問
題
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
３

０
・
１

０
運
動

の
取
組
み
を
市
報
等
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
啓
発
用
コ
ー
ス
タ
ー
を

活
用
し
て
い
る
飲
食
店
等
と
連

携
し
、
啓
発
活
動
や
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
の
開
催
な
ど
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
を
導
入
し
、
ご
み
の
収

集
日
や
各
種
情
報
を
発
信
す
る
。

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
一

人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
が
大
切

で
あ
る
。
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
と
な
り
、
取
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

山
本
市
長　
愛
称
設
定
の
対
象

と
な
る
村
山
東
部
広
域
農
道
を

含
む
路
線
は
、
川
原
子
、
原
崎

地
域
か
ら
山
形
市
東
沢
地
区
ま

で
の
全
長
２５
・
７
㌖
。
沿
線
に

は
北
か
ら
水
晶
山
、
若
松
寺
、

紅
花
畑
、
芭
蕉
の
句
碑
、
立
谷

川
の
芝
桜
な
ど
が
あ
り
、
天
童

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
コ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
し
て

い
る
。

　
愛
称
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
看
板
設
置
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な

ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
さ

ら
に
、
沿
線
に
点
在
す
る
観
光

資
源
を
面
と
し
て
つ
な
い
で
Ｐ

Ｒ
し
、
県
や
近
隣
市
町
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
観
光
誘
客
に
努

め
て
い
く
。

沿
線
景
観
を
守
る
た
め
の

農
業
団
地
の
整
備
を

　
特
に
、
山
寺
か
ら
干
布
に
か

け
て
月
山
・
朝
日
連
峰
の
山
並

み
と
果
樹
地
帯
の
景
観
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
遊
休
農
地
解

消
を
進
め
計
画
的
に
農
業
団
地

の
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

堀
越
農
業
委
員
会
会
長　
紅
花

が
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
申
請

さ
れ
て
い
る
の
で
、
率
先
し
て

遊
休
農
地
を
解
消
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
団
地
化
に
つ
い
て

は
、
農
業
者
や
関
係
機
関
と
地

域
を
超
え
た
広
域
的
な
話
し
合

い
を
基
に
将
来
を
見
据
え
た
計

画
が
必
要
と
考
え
る
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員

さ
ん
ま
る

い
ち
ま
る

令和3年５月１日発行令和3年５月１日発行 4




